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演習で利用するシステム

教室端末

・プログラム実行

フロントエンドサーバ

 
(スカラ型計算サーバ用)

scalar

スカラー型計算サーバ

演習室内から
SSHログイン ジョブSubmit

 
（NQSII-LT)

・プログラム編集

・コンパイル/リンク

・ジョブ投入

・チューニング

外部（各研究室、自宅な

 
ど）からは公開鍵・秘密鍵

 
を使ってSSHログイン

・プログラム編集

・コンパイルテスト

・可視化

フロントエンドサーバ(スカラ型計算サーバ用)

ホスト名：

 

scalar.scitec.kobe-u.ac.jp

CPU数/ノード ノード数 CPU性能 メモリ容量

スカラ型計算サーバ

Express5800/i120Rg-1
1 (2 Core) 72 921.6GFlops

(12.8GF×72)
2×72 GB
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公開鍵認証によるログインについて

秘密鍵 公開鍵

通常の認証

公開鍵を用いた認証

クライアント サーバ

クライアント サーバ
ユーザ名とパスワードを送信

①サーバを呼び出す ②公開鍵でメッセージを暗号化

③秘密鍵で解読、メッセージを返信 ④メッセージが一致すれば許可

メッセージが暗号化されるので安全
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